
今
年
は
十
二
年
に
一
度
の
う
さ
ぎ
年 ―

。

大
国
さ
ま
ゆ
か
り
の
う
さ
ぎ
年
に
髙
瀬
神
社
を

お
参
り
し
て
、
心
も
か
ら
だ
も
元
気
に

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
十
二
年
に
一
度
の
う
さ
ぎ
年 ―

。

大
国
さ
ま
ゆ
か
り
の
う
さ
ぎ
年
に
髙
瀬
神
社
を

お
参
り
し
て
、
心
も
か
ら
だ
も
元
気
に

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　御
社
殿
屋
根
修
復
に
と
も
な
う
仮
遷
座
祭
（
二
月
二
十
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　御
社
殿
屋
根
修
復
に
と
も
な
う
仮
遷
座
祭
（
二
月
二
十
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

一
月
・
二
月
の
祭
事

令
和
五
年
、
開
運
招
福
。

卯
年
ま
い
り 〒

九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日
　
令
和
五
年
一
月
一
日
　
　
発
行
所
　
越
中
一
宮
　髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所
　
牧
印
刷
株
式
会
社

76vol.
令和５年１月１日

https://www.takase.or.jp

高瀬神社 検索

結
び
の
杜
の
神
前
式

四
季
折
々
の
境
内
で

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
を
満
喫

一
日
一
組
限
定
の
お
も
て
な
し

二
人
の
夢
が
叶
い
ま
す
よ
う
に

髙
瀬
神
社
は
結
婚
さ
れ
る

す
べ
て
の
方
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　縁
結
び
の
神
様
、
大
国
主
大
神
を

お
祭
り
す
る
越
中
一
宮
。

　
日
常
を
隔
て
る
境
内
で
、
玉
砂
利

を
踏
み
し
め
て
歩
く
参
進
の
儀
に

始
ま
り
、
社
殿
に
響
き
渡
る
雅
楽

の
調
べ
の
中
、
厳
か
な
神
前
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

大
国
様
の
「
結
び
」
の
御
神
徳
に

よ
り
お
二
人
だ
け
で
は
な
く
、

両
家
の
絆
も
固
く
結
ば
れ
ま
す
。

完
全
な

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で

和
や
か
な
宴
会
が
実
現

す
べ
て
は
一
組
の

新
た
な
夫
婦
の
幸
福
の
た
め
に

オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
な

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ラ
ス
で

開
放
的
な
演
出
が
実
現

髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP

8
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令
和
五
年
の
お
正
月
を
迎
え
、

皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、
氏
子

崇
敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
引
く
疫
禍
を
は
じ
め
次
々
と
起

こ
る
事
件
や
事
故
、
加
え
て
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
戦
争
に

よ
っ
て
世
界
中
が
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
状
況
の
中
で
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
方
は
、
年
頭
に

そ
の
年
の
目
標
を
定
め
、
誓
い
を
た

て
、
希
望
を
も
っ
て
日
々
歩
み
を
進
め

て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
の
干
支
は
「
う
さ
ぎ
」

で
す
か
ら
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
び

跳
ね
る
姿
に
「
飛
躍
」
の
年
を
願
う

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
当
神
社
の
御

祭
神
「
大
国
主
大
神
」
の
神
使
は

「
因
幡
の
素
う
さ
ぎ
」
で
知
ら
れ
る

「
う
さ
ぎ
」
で
す
。
大
国
様
に
所
縁

あ
る
「
う
さ
ぎ
」
な
の
で
当
神
社
の

「
な
で
う
さ
ぎ
像
」
を
撫
で
た
り
、

「
う
さ
ぎ
」
を
記
し
た
お
守
り
を
身

に
つ
け
た
り
し
て
「
う
さ
ぎ
」
に
願

い
を
託
し
、
大
国
様
に
取
り
次
い
で

も
ら
う
と
今
年
の
願
い
事
は
大
い
に

叶
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
当
神
社
の
今
年
の
願
い
事
（
目
標
）

は
「
御
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
」

を
無
事
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
昨
年
秋
、
功
霊
殿
拝
殿
と
回
廊
の

屋
根
葺
き
替
え
工
事
を
先
行
し
て
行

い
ま
し
た
。
葺
き
あ
が
っ
た
屋
根
の

銅
板
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
そ
の
素

晴
ら
し
さ
に
感
動
致
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
雨
漏
り
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
も
う
安
心
で
す
。

　
今
年
は
い
よ
い
よ
御
本
殿
は
じ
め

拝
殿
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
二
月
に

は
御
神
体
を
仮
殿
に
お
遷
し
す
る
仮

遷
座
祭
を
ご
奉
仕
致
し
ま
す
。
そ
し

て
工
事
完
成
の
九
月
に
は
正
遷
座
祭

を
斎
行
す
る
予
定
で
す
。

　
募
金
活
動
を
始
め
た
頃
か
ら
コ
ロ

ナ
禍
と
な
り
、
計
画
通
り
の
活
動
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
従
っ
て
残
念

な
が
ら
募
金
目
標
額
を
未
だ
達
成
し

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
も
う

ひ
と
踏
ん
張
り
し
な
い
と
、
こ
の
事

業
は
成
功
に
至
り
ま
せ
ん
。
今
後
の

社
会
情
勢
を
見
な
が
ら
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ご
崇
敬
の
皆
様
に
ご
奉
賛
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
格
別
の

ご
芳
志
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
五
年
は
癸
卯
（
み
ず
の
と

う
）
の
年
。「
癸
」
は
大
地
を
潤
す
恵

み
の
雨
を
表
し
、「
卯
」
は
方
角
で
い

う
と
東
、
時
刻
で
い
う
と
明
け
方
午

前
六
時
頃
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「
卯

月
」
は
陰
暦
の
四
月
で
あ
り
、「
卯
」

は
太
陽
が
昇
る
生
命
の
始
ま
り
の
時

や
方
角
を
表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

「
卯（
兎
）」
は
多
産
で
陽
の
気
を
持

ち
、
子
孫
繁
栄
と
い
う
旺
盛
な
生
命

力
が
古
来
尊
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

格
闘
が
続
き
、
生
活
に
陰
を
落
と
し
ま

し
た
。
現
在
、
少
し
ず
つ
克
服
し
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
卯
年
の
今
年
こ
そ

「
卯
」
の
陽
気
に
あ
や
か
り
、
完
全
回

復
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
当
神
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
毎
月

「
卯
の
日
」
を
願
い
事
成
就
の
ご
縁

日
と
し
て
「
卯
の
日
ま
い
り
」
を
ご
案

内
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
一
年

を
通
し
「
卯
年
ま
い
り
」
と
し
て
、
大

国
様
の
広
大
無
辺
な
る
御
加
護
を
更

に
お
受
け
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
奉
仕

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

度
々
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

﹁
癸
卯
の
年
頭
に
あ
た
り
﹂

宮

　司  

藤
井
秀
嗣

令
和
五（
癸
卯
）年

皇
紀
二
六
八
三
年

謹
賀
新
年

名
誉
宮
司 

藤
井
秀
弘

宮

　司

　藤
井
秀
嗣

禰

　宜

　藤
井
典
弘

　
　
　
　長
谷
川
宏
幸

権
禰
宜

　岩
田
智
典

　
　
　
　山
森
信
人

巫

　女

　五
反
日
乃

　
　
　
　米
田
亜
依

　

　
　
　
　源

　結
羽

参
集
殿

支
配
人

　中
井
直
美

ウエ
ディン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　辻

　百
華

嘱

　託

　上
口
友
子

新
嘗
祭
斎
行

― 

あ
わ
せ
て
篤
農
家
表
彰
並
び
に
感
謝
状
授
与
式 

―

　
年
間
最
後
の
大
祭
と
な
る
本
祭
典

「
新
嘗
祭
」
は
、
一
年
間
の
中
で
も
特

に
重
要
な
祭
事
。
古
く
は
、
農
作
物
の

豊
潤
な
稔
り
に
感
謝
す
る
祭
事
で
し
た

が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、
我

が
国
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
発
展
と
、
国

民
の
豊
か
で
穏
や
か
な
日
常
生
活
を
大

神
様
に
感
謝
す
る
も
の
へ
と
、
緩
や
か

に
姿
を
変
え
な
が
ら
、
今
日
ま
で
大
切

　
暦
の
上
で
は
雪
の
便
り
の
届
く
頃
、
二
十
四
節
気
「
小
雪
」
の
翌
日
で
あ
る

十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
大
神
様
に
感
謝
し
、
氏
子
崇
敬
者

の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
「
新
嘗
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

第60回 剣道大会 開催

に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
の
「
奉
幣
の
儀
」
参
向
使

は
、
い
な
ば
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
黒
田
順
郎
氏
、「
献
穀
の
儀
」

に
は
本
年
度
献
穀
田
奉
耕
者
片
田
豪

詞
氏
、
井
波
地
域
農
業
者
会
会
長
水
野

敬
一
氏
、
同
稲
作
部
長 

西
村
精
志
氏
に

そ
れ
ぞ
れ
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
神
前
に
は
、
氏
子
崇
敬
者
よ
り
米

や
野
菜
な
ど
の
農
作
物
が
供
え
ら
れ
、

巫
女
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
が
流
麗
か

つ
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
に
引

き
続
き
、
奉

耕
者
の
片
田

氏
に
感
謝

状
、
ま
た
、

高
瀨
行
雄

氏
、
嶋
田
健

治
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
篤
農
家

表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し

た
。

【
団
体
の
部
】

▽
小
学
生
男
・
女

　
①
Ｂ
＆
Ｇ
砺
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
②
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
中
学
生
男
子

　
①
井
波
中
学
校

　
②
庄
川
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　
①
庄
川
中
学
校

　
②
福
野
中
学
校

【
個
人
の
部
】

▽
小
学
生
男
子

　
①
髙
畠
　
吉
生
（
井
波
）

　
②
小
西
　
夢
翔
（
井
波
）

　
③
ベ
ッ
ク
ジ
ョ
シ
ュ
ア
（
Ｂ
＆
Ｇ
）

　
　
武
部
　
　
航
（
井
波
）

　
秋
空
の
澄
み
わ
た
る
九
月
十
九
日
、

当
神
社
境
内
に
お
い
て
「
奉
納
剣
道
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
令
和
元
年
以
来
の

実
施
と
な
っ
た
今
大
会
。
鎮
守
の
杜
は

以
前
と
変
わ
ら
ぬ
気
迫
と
、
元
気
な
声

援
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

し
ょ
う
せ
つ

と
く   

の
う    

か

に
い
な
め
さ
い

に
い
な
め
さ
い

ほ
う
へ
い

け
ん
こ
く

と
く
の
う 

か

さ
ん
こ
う 

し

▽
小
学
生
女
子

　
①
髙
畠
　
和
花
（
井
波
）

　
②
齋
藤
　
舞
子
（
福
野
）

　
③
荒
井
　
音
羽
（
Ｂ
＆
Ｇ
）

　
　
野
原
　
歩
華
（
砺
波
）

▽
中
学
生
男
子

　
①
髙
橋
　
凛
成
（
井
波
）

　
②
岡
野
　
蒼
矢
（
出
町
）

　
③
中
山
　
皓
斗
（
井
波
）

　
　
小
中
　
颯
磨
（
福
野
）

▽
中
学
生
女
子

　
①
太
田
わ
か
ば
（
庄
川
）

　
②
嶋
田
　
　
畔
（
庄
川
）

　
③
中
原
　
美
奈
（
庄
川
）

　
　
遠
藤
　
沙
希
（
井
波
）

▽
高
校
生
男
子

　
①
山
本
　
和
輝
（
砺
波
工
業
）

　
②
野
村
　
立
心
（
南
砺
福
野
）

　
③
藤
田
　
夏
輝
（
砺
波
工
業
）

　
　
荒
井
　
颯
仁
（
南
砺
福
野
）

▽
高
校
生
女
子

　
①
荒
井
　
遙
日
（
南
砺
福
野
）

　
②
五
十
里
　
梓
（
南
砺
福
野
）

え
　
と

お
お
く
に
ぬ
し
の
お
お
か
み

し
ろ

ゆ
か
り

豊
か
な
稔
り
に
感
謝

み
ず
の
と

う

み
ず
の
と
う
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令
和
五
年
の
お
正
月
を
迎
え
、

皇
室
の
弥
栄
、
国
家
の
隆
昌
、
氏
子

崇
敬
者
各
位
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
引
く
疫
禍
を
は
じ
め
次
々
と
起

こ
る
事
件
や
事
故
、
加
え
て
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
戦
争
に

よ
っ
て
世
界
中
が
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
状
況
の
中
で
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
方
は
、
年
頭
に

そ
の
年
の
目
標
を
定
め
、
誓
い
を
た

て
、
希
望
を
も
っ
て
日
々
歩
み
を
進
め

て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
の
干
支
は
「
う
さ
ぎ
」

で
す
か
ら
、
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
飛
び

跳
ね
る
姿
に
「
飛
躍
」
の
年
を
願
う

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
当
神
社
の
御

祭
神
「
大
国
主
大
神
」
の
神
使
は

「
因
幡
の
素
う
さ
ぎ
」
で
知
ら
れ
る

「
う
さ
ぎ
」
で
す
。
大
国
様
に
所
縁

あ
る
「
う
さ
ぎ
」
な
の
で
当
神
社
の

「
な
で
う
さ
ぎ
像
」
を
撫
で
た
り
、

「
う
さ
ぎ
」
を
記
し
た
お
守
り
を
身

に
つ
け
た
り
し
て
「
う
さ
ぎ
」
に
願

い
を
託
し
、
大
国
様
に
取
り
次
い
で

も
ら
う
と
今
年
の
願
い
事
は
大
い
に

叶
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
当
神
社
の
今
年
の
願
い
事
（
目
標
）

は
「
御
本
殿
屋
根
葺
き
替
え
事
業
」

を
無
事
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

　
昨
年
秋
、
功
霊
殿
拝
殿
と
回
廊
の

屋
根
葺
き
替
え
工
事
を
先
行
し
て
行

い
ま
し
た
。
葺
き
あ
が
っ
た
屋
根
の

銅
板
は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
そ
の
素

晴
ら
し
さ
に
感
動
致
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
雨
漏
り
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
も
う
安
心
で
す
。

　
今
年
は
い
よ
い
よ
御
本
殿
は
じ
め

拝
殿
に
取
り
か
か
り
ま
す
。
二
月
に

は
御
神
体
を
仮
殿
に
お
遷
し
す
る
仮

遷
座
祭
を
ご
奉
仕
致
し
ま
す
。
そ
し

て
工
事
完
成
の
九
月
に
は
正
遷
座
祭

を
斎
行
す
る
予
定
で
す
。

　
募
金
活
動
を
始
め
た
頃
か
ら
コ
ロ

ナ
禍
と
な
り
、
計
画
通
り
の
活
動
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
従
っ
て
残
念

な
が
ら
募
金
目
標
額
を
未
だ
達
成
し

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
も
う

ひ
と
踏
ん
張
り
し
な
い
と
、
こ
の
事

業
は
成
功
に
至
り
ま
せ
ん
。
今
後
の

社
会
情
勢
を
見
な
が
ら
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ご
崇
敬
の
皆
様
に
ご
奉
賛
の

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
格
別
の

ご
芳
志
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
五
年
は
癸
卯
（
み
ず
の
と

う
）
の
年
。「
癸
」
は
大
地
を
潤
す
恵

み
の
雨
を
表
し
、「
卯
」
は
方
角
で
い

う
と
東
、
時
刻
で
い
う
と
明
け
方
午

前
六
時
頃
を
表
し
ま
す
。
ま
た
「
卯

月
」
は
陰
暦
の
四
月
で
あ
り
、「
卯
」

は
太
陽
が
昇
る
生
命
の
始
ま
り
の
時

や
方
角
を
表
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

「
卯（
兎
）」
は
多
産
で
陽
の
気
を
持

ち
、
子
孫
繁
栄
と
い
う
旺
盛
な
生
命

力
が
古
来
尊
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の

格
闘
が
続
き
、
生
活
に
陰
を
落
と
し
ま

し
た
。
現
在
、
少
し
ず
つ
克
服
し
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
卯
年
の
今
年
こ
そ

「
卯
」
の
陽
気
に
あ
や
か
り
、
完
全
回

復
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
当
神
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
毎
月

「
卯
の
日
」
を
願
い
事
成
就
の
ご
縁

日
と
し
て
「
卯
の
日
ま
い
り
」
を
ご
案

内
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
一
年

を
通
し
「
卯
年
ま
い
り
」
と
し
て
、
大

国
様
の
広
大
無
辺
な
る
御
加
護
を
更

に
お
受
け
い
た
だ
け
る
よ
う
ご
奉
仕

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

度
々
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

﹁
癸
卯
の
年
頭
に
あ
た
り
﹂

宮

　司  

藤
井
秀
嗣

令
和
五（
癸
卯
）年

皇
紀
二
六
八
三
年

謹
賀
新
年

名
誉
宮
司 

藤
井
秀
弘

宮

　司

　藤
井
秀
嗣

禰

　宜

　藤
井
典
弘

　
　
　
　長
谷
川
宏
幸

権
禰
宜

　岩
田
智
典

　
　
　
　山
森
信
人

巫

　女

　五
反
日
乃

　
　
　
　米
田
亜
依

　

　
　
　
　源

　結
羽

参
集
殿

支
配
人

　中
井
直
美

ウエ
ディン
グ

プ
ラ
ン
ナ
ー

　辻

　百
華

嘱

　託

　上
口
友
子

新
嘗
祭
斎
行

― 
あ
わ
せ
て
篤
農
家
表
彰
並
び
に
感
謝
状
授
与
式 

―

　
年
間
最
後
の
大
祭
と
な
る
本
祭
典

「
新
嘗
祭
」
は
、
一
年
間
の
中
で
も
特

に
重
要
な
祭
事
。
古
く
は
、
農
作
物
の

豊
潤
な
稔
り
に
感
謝
す
る
祭
事
で
し
た

が
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、
我

が
国
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
発
展
と
、
国

民
の
豊
か
で
穏
や
か
な
日
常
生
活
を
大

神
様
に
感
謝
す
る
も
の
へ
と
、
緩
や
か

に
姿
を
変
え
な
が
ら
、
今
日
ま
で
大
切

　
暦
の
上
で
は
雪
の
便
り
の
届
く
頃
、
二
十
四
節
気
「
小
雪
」
の
翌
日
で
あ
る

十
一
月
二
十
三
日
、
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
大
神
様
に
感
謝
し
、
氏
子
崇
敬
者

の
益
々
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
「
新
嘗
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

第60回 剣道大会 開催

に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
の
「
奉
幣
の
儀
」
参
向
使

は
、
い
な
ば
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
黒
田
順
郎
氏
、「
献
穀
の
儀
」

に
は
本
年
度
献
穀
田
奉
耕
者
片
田
豪

詞
氏
、
井
波
地
域
農
業
者
会
会
長
水
野

敬
一
氏
、
同
稲
作
部
長 

西
村
精
志
氏
に

そ
れ
ぞ
れ
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
神
前
に
は
、
氏
子
崇
敬
者
よ
り
米

や
野
菜
な
ど
の
農
作
物
が
供
え
ら
れ
、

巫
女
に
よ
る
「
浦
安
の
舞
」
が
流
麗
か

つ
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
典
に
引

き
続
き
、
奉

耕
者
の
片
田

氏
に
感
謝

状
、
ま
た
、

高
瀨
行
雄

氏
、
嶋
田
健

治
氏
が
そ
れ

ぞ
れ
篤
農
家

表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し

た
。

【
団
体
の
部
】

▽
小
学
生
男
・
女

　
①
Ｂ
＆
Ｇ
砺
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
②
井
波
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
中
学
生
男
子

　
①
井
波
中
学
校

　
②
庄
川
中
学
校

▽
中
学
生
女
子

　
①
庄
川
中
学
校

　
②
福
野
中
学
校

【
個
人
の
部
】

▽
小
学
生
男
子

　
①
髙
畠
　
吉
生
（
井
波
）

　
②
小
西
　
夢
翔
（
井
波
）

　
③
ベ
ッ
ク
ジ
ョ
シ
ュ
ア
（
Ｂ
＆
Ｇ
）

　
　
武
部
　
　
航
（
井
波
）

　
秋
空
の
澄
み
わ
た
る
九
月
十
九
日
、

当
神
社
境
内
に
お
い
て
「
奉
納
剣
道
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
令
和
元
年
以
来
の

実
施
と
な
っ
た
今
大
会
。
鎮
守
の
杜
は

以
前
と
変
わ
ら
ぬ
気
迫
と
、
元
気
な
声

援
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

し
ょ
う
せ
つ

と
く   

の
う    

か

に
い
な
め
さ
い

に
い
な
め
さ
い

ほ
う
へ
い

け
ん
こ
く

と
く
の
う 

か

さ
ん
こ
う 

し

▽
小
学
生
女
子

　
①
髙
畠
　
和
花
（
井
波
）

　
②
齋
藤
　
舞
子
（
福
野
）

　
③
荒
井
　
音
羽
（
Ｂ
＆
Ｇ
）

　
　
野
原
　
歩
華
（
砺
波
）

▽
中
学
生
男
子

　
①
髙
橋
　
凛
成
（
井
波
）

　
②
岡
野
　
蒼
矢
（
出
町
）

　
③
中
山
　
皓
斗
（
井
波
）

　
　
小
中
　
颯
磨
（
福
野
）

▽
中
学
生
女
子

　
①
太
田
わ
か
ば
（
庄
川
）

　
②
嶋
田
　
　
畔
（
庄
川
）

　
③
中
原
　
美
奈
（
庄
川
）

　
　
遠
藤
　
沙
希
（
井
波
）

▽
高
校
生
男
子

　
①
山
本
　
和
輝
（
砺
波
工
業
）

　
②
野
村
　
立
心
（
南
砺
福
野
）

　
③
藤
田
　
夏
輝
（
砺
波
工
業
）

　
　
荒
井
　
颯
仁
（
南
砺
福
野
）

▽
高
校
生
女
子

　
①
荒
井
　
遙
日
（
南
砺
福
野
）

　
②
五
十
里
　
梓
（
南
砺
福
野
）

え
　
と

お
お
く
に
ぬ
し
の
お
お
か
み

し
ろ

ゆ
か
り

豊
か
な
稔
り
に
感
謝

み
ず
の
と

う

み
ず
の
と
う
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　　　　　　　 Instagram

社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

献穀田だより

金
婚
祭

ー 

実
り
豊
か
に
歳
を
重
ね
て 

ー

《
令
和
五
年
》

祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日

　月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日

　交
通
安
全
祈
願
祭

 

一 

月 

一
日

 

一 

月 

三
日

 

一 

月 

七
日

 

一 

月 

二
十
五
日

 

二 

月 

三
日

 

二 

月 

十
一
日

 

二 

月 

十
七
日

 

二 

月 

二
十
三
日

 

三 

月 

八
日

 

三 

月 

二
十
一
日

 

四 

月 

三
日

 

四 

月 

十
日

 

四 

月 

二
十
九
日 

 

六 

月 

十
日

 

六 

月 

十
九
日

 

六 

月 

三
十
日

　
　
　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 

月 

二
十
二
日

 

七 

月
中 

斎
行
予
定

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
三
日

 

十 

月 

一
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

七
五
三
祝
祭

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
祭
典
の
由
緒
や
行
事
の
沿
革

な
ど
、
過
去
の
記
事
も
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。  https://w

w
w
.takase.or.jp

注連縄奉納奉告祭
しめなわ

ー 拝殿に見事な一文字注連縄 ー

株
式
会
社
縄
合
屋

有
限
会
社
石
森
石
材

森
田
建
設
株
式
会
社

ア
ル
カ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
株
式
会
社

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
株
式
会
社

有
限
会
社
丹
保
建
設

藤
森
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社
西
林
石
油
店

有
限
会
社
庄
川
建
鋼

株
式
会
社
三
楽
園

株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ア
あ
な
だ

富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

中
村
屋

日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

庄
川
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

庄
川
泉
源
株
式
会
社

株
式
会
社
川
金

株
式
会
社
九
谷
屋

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女

セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

庄
川
自
動
車
株
式
会
社

ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

オ
ー
バ
ル

宮
窪
電
気
商
会

南
部
ス
タ
ジ
オ

と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

旅
亭
み
や
川

東
洋
通
信
工
業
株
式
会
社

ミ
ヨ
美
容
室

株
式
会
社
み
つ
和（順

不
同
・
敬
称
略
）

注
連
縄
奉
納
講

　
　
　
奉
賛
者
芳
名

【
神
饌
米
】  

井
波
地
域
農
業
者
会 

殿

片
田
　
豪
詞 

殿

岩
倉
　
和
弘 
殿

【
初
穂
米
】
 

  

岩
倉
　
　
勲 
殿

小
石
　
達
人 

殿

【
日
章
旗
】
 

  

大
和
彌
　
夫 

殿

【
黒
　
豆
】

【
里
　
芋
】            

河
原
　
祥
滋 

殿

【
奉
納
演
奏
】東
京
大
衆
歌
謡
楽
団 

殿

【
稲
荷
社
狛
狐
前
掛
け
】 

崇
敬
者 

殿

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

　
以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り

ま
し
た
。
誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

安産祈願
戌の日カレンダー
1月　 4日・16日・28日　　
2月　 9日・21日　
3月　 5日・17日・29日　　
4月　10日・22日　　　 　
5月　 4日・16日・28日　
6月　 9日・21日

腹帯のお祓いも行いますので、どうぞ
ご持参下さい。

令
和
5
年

　
大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
、
氏
子
と
し
て

こ
の
地
に
暮
ら
し
、
共
に
手
を
た
ず
さ
え

合
っ
て
地
域
の
発
展
と
運
営
に
力
を
尽
く
さ

れ
た
二
組
の
髙
瀬
地
区
の
ご
夫
妻
が
、
こ
の

日
の
主
人
公
と
し
て
大
神
様
へ
の
感
謝
を
込

め
て
玉
串
を
奉
り
、
五
十
年
と
い
う
長
い
年

月
の
中
で
恵
ま
れ
た
家
族
や
、
ゆ
か
り
あ
る

人
々
の
末
永
い
幸
せ
を
祈
り
ま
し
た
。

世
界
平
和
と

　国
の
隆
昌
を
祈
っ
て

　
今
日
で
は
「
文
化
の
日
」
と
し
て

広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
十
一

月
三
日
は
明
治
天
皇
の
御
誕
生
日
。

 
祭
典
で
は
、
世
界
の
平
和
と
国
の
隆

昌
、
そ
し
て
皇
室
の
益
々
の
弥
栄
を

祈
念
し
ま
し
た
。

大
宮
司
　
福
井 

設
雄
　
美
雪
　
ご
夫
妻

信
　
農
　
橋
場 

武
志
　
昭
子
　
ご
夫
妻

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
すお子様の成長を神様に感謝

　境内の木立も秋の彩りにうつろう11月15日、
「七五三祝祭」を斎行しました。
　この祭事は、3歳の「髪置き」、5歳の「袴
着」7歳の「帯解き」の儀式を起源とする、お
子様のつつがない成長を大神様に感謝し、今後
ますますの健康、お子様とご家族の末永い幸せ
を祈る、平安時代より受け継がれる日本の大切
な「人生儀礼」のひとつです。
　ご神前に祈りを捧げるご家族の姿は、決して
写真や映像にはうつらない、穏やかな愛と真心
に満ち溢れていました。

抜
穂
祭
斎
行

　
九
月
十
八
日
、
髙
瀬
神
社
献
穀
田
に

お
い
て
「
抜
穂
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
五
名
の
早
乙
女
が
、
大
神
様

の
御
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
豊
か
に
稔
っ

た
稲
穂
を
、
ひ

と
株
ひ
と
株

丁
寧
に
刈
り

取
り
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ

た
稲
は
当
神

社
の
新
嘗
祭
、

ま
た
「
懸
税
」

と
し
て
伊
勢
の

神
宮
の
神
嘗

祭
に
供
え
ら

れ
ま
し
た
。

明治節祭斎行

金婚状を受けられる橋場ご夫妻

直径10センチの見事な一文字注連縄

ぬ
い 

ぼ 

さ
い

か
け
ち
か
ら

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀
元

節

祭

祈

年

祭

天
長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲
荷
社
例
祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形
感
謝
祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま
つ
り

神
嘗
奉
祝
祭
遙
拝

明

治

節

祭

神
明
宮
例
祭

七
五
三
祝
祭

新

嘗

祭

師

走

大

祓

除

夜

祭

　
髙
瀬
神
社
「
注
連
縄
奉
納
講
」
で
は
毎

年
、
清
々
し
く
新
年
を
迎
え
る
為
に
、
そ

の
年
一
年
間
社
殿
に
掛
け
ら
れ
る
、
新
し

い
注
連
縄
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
見
事
な
一
文
字
注
連
縄
の
内
部
に

は
、
ご
奉
納
い
た
だ
い
た
皆
様
の
祈
願
紙

が
綯
い
込
ま
れ
て
お
り
、
今
年
一
年
間
大

神
様
の
お
そ
ば
近
く
に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

　
奉
製
を
担
当
し
た
の
は
、
射
水
市
の
株

式
会
社
縄
合
屋
。
そ
の
工
程
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
真
心
を
込
め
て
、
丁
寧
に
仕
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

︵
口
語
訳
︶

海
外
の
国
々
は
、
み
な
兄
弟
姉
妹
だ
と

思
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
こ
う
も
争
い

ご
と
が
お
こ
る
の
だ
ろ
う
。

よ
も
の
海

み
な
は
ら
か
ら
と
思
う
世
に

な
ど
波
風
の
た
ち
さ
わ
ぐ
ら
ん

明
治
天
皇
御
製
︵
明
治
三
十
七
年
︶

いわいさい

かみ  お はかま

な

な
わ 

わ
せ 

や

ぎ おびとき

じんせい ぎれい
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社
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
ご
案
内

献穀田だより

金
婚
祭

ー 

実
り
豊
か
に
歳
を
重
ね
て 

ー

《
令
和
五
年
》

祭
事
暦

◎
毎
月
一
日
・
十
三
日

　月
次
祭

◎
毎
月
十
三
日

　交
通
安
全
祈
願
祭

 

一 

月 

一
日

 

一 

月 

三
日

 

一 

月 

七
日

 

一 

月 

二
十
五
日

 

二 

月 

三
日

 

二 

月 

十
一
日

 

二 

月 

十
七
日

 

二 

月 

二
十
三
日

 

三 

月 

八
日

 

三 

月 

二
十
一
日

 

四 

月 

三
日

 

四 

月 

十
日

 

四 

月 

二
十
九
日 

 

六 

月 

十
日

 

六 

月 

十
九
日

 

六 

月 

三
十
日

　
　
　仝

 

七 

月 

七
日

 

七 

月 

二
十
二
日

 

七 

月
中 

斎
行
予
定

 

八 

月 

十
六
日

 

九 

月 

十
三
日

 

九 

月 

二
十
三
日

 

十 

月 

一
日

 

十 

月 

十
七
日

十
一
月 

三
日

十
一
月 

十
三
日

十
一
月 

十
五
日

十
一
月 

二
十
三
日

十
二
月 

三
十
一
日

　
　
　仝

七
五
三
祝
祭

　当
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
祭
典
の
由
緒
や
行
事
の
沿
革

な
ど
、
過
去
の
記
事
も
ご
参
考
に
な
さ
っ
て
下
さ
い
。  https://w

w
w
.takase.or.jp

注連縄奉納奉告祭
しめなわ

ー 拝殿に見事な一文字注連縄 ー

株
式
会
社
縄
合
屋

有
限
会
社
石
森
石
材

森
田
建
設
株
式
会
社

ア
ル
カ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョン
株
式
会
社

大
和
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
株
式
会
社

有
限
会
社
丹
保
建
設

藤
森
工
業
株
式
会
社

有
限
会
社
西
林
石
油
店

有
限
会
社
庄
川
建
鋼

株
式
会
社
三
楽
園

株
式
会
社
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ア
あ
な
だ

富
山
総
合
ビ
ル
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

中
村
屋

日
の
出
屋
製
菓
産
業
株
式
会
社

庄
川
温
泉
観
光
ホ
テ
ル

庄
川
泉
源
株
式
会
社

株
式
会
社
川
金

株
式
会
社
九
谷
屋

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
八
乙
女

セ
ン
ダ
ン
電
子
株
式
会
社

庄
川
自
動
車
株
式
会
社

ア
ン
ヘ
ル
ハ
ー
ト

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
交
通
株
式
会
社

オ
ー
バ
ル

宮
窪
電
気
商
会

南
部
ス
タ
ジ
オ

と
な
み
観
光
交
通
株
式
会
社

旅
亭
み
や
川

東
洋
通
信
工
業
株
式
会
社

ミ
ヨ
美
容
室

株
式
会
社
み
つ
和（順

不
同
・
敬
称
略
）

注
連
縄
奉
納
講

　
　
　
奉
賛
者
芳
名

【
神
饌
米
】  

井
波
地
域
農
業
者
会 

殿

片
田
　
豪
詞 

殿

岩
倉
　
和
弘 

殿

【
初
穂
米
】
 

  

岩
倉
　
　
勲 

殿

小
石
　
達
人 

殿

【
日
章
旗
】
 

  

大
和
彌
　
夫 

殿

【
黒
　
豆
】

【
里
　
芋
】            

河
原
　
祥
滋 

殿

【
奉
納
演
奏
】東
京
大
衆
歌
謡
楽
団 

殿

【
稲
荷
社
狛
狐
前
掛
け
】 

崇
敬
者 

殿

ご
奉
納
御
礼

ご
奉
納
御
礼

　
以
上
の
皆
様
よ
り
ご
奉
納
を
賜
り

ま
し
た
。
誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

安産祈願
戌の日カレンダー
1月　 4日・16日・28日　　
2月　 9日・21日　
3月　 5日・17日・29日　　
4月　10日・22日　　　 　
5月　 4日・16日・28日　
6月　 9日・21日

腹帯のお祓いも行いますので、どうぞ
ご持参下さい。

令
和
5
年

　
大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
、
氏
子
と
し
て

こ
の
地
に
暮
ら
し
、
共
に
手
を
た
ず
さ
え

合
っ
て
地
域
の
発
展
と
運
営
に
力
を
尽
く
さ

れ
た
二
組
の
髙
瀬
地
区
の
ご
夫
妻
が
、
こ
の

日
の
主
人
公
と
し
て
大
神
様
へ
の
感
謝
を
込

め
て
玉
串
を
奉
り
、
五
十
年
と
い
う
長
い
年

月
の
中
で
恵
ま
れ
た
家
族
や
、
ゆ
か
り
あ
る

人
々
の
末
永
い
幸
せ
を
祈
り
ま
し
た
。

世
界
平
和
と

　国
の
隆
昌
を
祈
っ
て

　
今
日
で
は
「
文
化
の
日
」
と
し
て

広
く
国
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
十
一

月
三
日
は
明
治
天
皇
の
御
誕
生
日
。

 

祭
典
で
は
、
世
界
の
平
和
と
国
の
隆

昌
、
そ
し
て
皇
室
の
益
々
の
弥
栄
を

祈
念
し
ま
し
た
。

大
宮
司
　
福
井 

設
雄
　
美
雪
　
ご
夫
妻

信
　
農
　
橋
場 

武
志
　
昭
子
　
ご
夫
妻

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
すお子様の成長を神様に感謝

　境内の木立も秋の彩りにうつろう11月15日、
「七五三祝祭」を斎行しました。
　この祭事は、3歳の「髪置き」、5歳の「袴
着」7歳の「帯解き」の儀式を起源とする、お
子様のつつがない成長を大神様に感謝し、今後
ますますの健康、お子様とご家族の末永い幸せ
を祈る、平安時代より受け継がれる日本の大切
な「人生儀礼」のひとつです。
　ご神前に祈りを捧げるご家族の姿は、決して
写真や映像にはうつらない、穏やかな愛と真心
に満ち溢れていました。

抜
穂
祭
斎
行

　
九
月
十
八
日
、
髙
瀬
神
社
献
穀
田
に

お
い
て
「
抜
穂
祭
」
を
斎
行
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
五
名
の
早
乙
女
が
、
大
神
様

の
御
恵
み
に
感
謝
し
つ
つ
、
豊
か
に
稔
っ

た
稲
穂
を
、
ひ

と
株
ひ
と
株

丁
寧
に
刈
り

取
り
ま
し
た
。

　
収
穫
さ
れ

た
稲
は
当
神

社
の
新
嘗
祭
、

ま
た
「
懸
税
」

と
し
て
伊
勢
の

神
宮
の
神
嘗

祭
に
供
え
ら

れ
ま
し
た
。

明治節祭斎行

金婚状を受けられる橋場ご夫妻

直径10センチの見事な一文字注連縄

ぬ
い 

ぼ 

さ
い

か
け
ち
か
ら

歳

旦

祭

元

始

祭

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

天

神

祭

節

分

祭

紀
元

節

祭

祈

年

祭

天
長

節

祭

鎮

火

祭

春
季
皇
霊
祭
遙
拝

神
武
天
皇
祭
遙
拝

春

季

祭

昭

和

祭

祈

年

穀

祭

風

宮

例

祭

稲
荷
社
例
祭

夏

越

大

祓

七

夕

祭

除

熱

祭

人
形
感
謝
祭

中

禮

祭

例

祭

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝

村

ま
つ
り

神
嘗
奉
祝
祭
遙
拝

明

治

節

祭

神
明
宮
例
祭

七
五
三
祝
祭

新

嘗

祭

師

走

大

祓

除

夜

祭

　
髙
瀬
神
社
「
注
連
縄
奉
納
講
」
で
は
毎

年
、
清
々
し
く
新
年
を
迎
え
る
為
に
、
そ

の
年
一
年
間
社
殿
に
掛
け
ら
れ
る
、
新
し

い
注
連
縄
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
見
事
な
一
文
字
注
連
縄
の
内
部
に

は
、
ご
奉
納
い
た
だ
い
た
皆
様
の
祈
願
紙

が
綯
い
込
ま
れ
て
お
り
、
今
年
一
年
間
大

神
様
の
お
そ
ば
近
く
に
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

　
奉
製
を
担
当
し
た
の
は
、
射
水
市
の
株

式
会
社
縄
合
屋
。
そ
の
工
程
ひ
と
つ
ひ
と

つ
に
真
心
を
込
め
て
、
丁
寧
に
仕
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

︵
口
語
訳
︶

海
外
の
国
々
は
、
み
な
兄
弟
姉
妹
だ
と

思
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
こ
う
も
争
い

ご
と
が
お
こ
る
の
だ
ろ
う
。

よ
も
の
海

み
な
は
ら
か
ら
と
思
う
世
に

な
ど
波
風
の
た
ち
さ
わ
ぐ
ら
ん

明
治
天
皇
御
製
︵
明
治
三
十
七
年
︶

いわいさい

かみ  お はかま

な

な
わ 

わ
せ 

や

ぎ おびとき

じんせい ぎれい
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連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　
昔
か
ら
、も
し
く
は
最
近

お
腹
の
調
子
が
よ
く
な
い
な

あ（
お
腹
の
ご
ろ
ご
ろ
、張
り
、

下
痢
や
便
秘
、お
な
ら
が
臭

う
な
ど
）と
感
じ
ら
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
病
院

に
行
っ
て
検
査
を
し
た
け
ど

全
く
異
常
が
な
く
、原
因
不

明
と
言
わ
れ
た
。で
も
症
状

は
続
い
て
る
…
。こ
う
い
う
場

合
は
、過
敏
性
腸
症
候
群
や

S
I
B
O（
小
腸
内
細
菌
増

殖
症
）と
い
う
病
態
を
疑
っ
て

み
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。消
化
器
内
科
を
受

診
さ
れ
る
方
の
う
ち
で
二
〇

〜
三
〇
%
も
の
方
が
こ
れ
ら

の
患
者
さ
ん
と
も
言
わ
れ
る

ほ
ど
に
、近
年
で
は
こ
の
症
状

に
悩
ま
れ
る
方
が
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
こ
の
病
気
は
、主

に
ス
ト
レ
ス
や
幼
少
〜
青
年

期
の
精
神
的
ト
ラ
ウ
マ
な
ど

に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。感
受
性
が
高

く
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い

一
〇
〜
三
〇
代
の
若
い
方
に
多

く
見
ら
れ
た
り
、入
学
や
入

社
・
異
動
の
時
期
な
ど
に
特
に

発
症
し
や
す
い
の
が
特
徴
と

さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。し
か

し
、最
近
の
様
々
な
臨
床
研
究

の
結
果
、む
し
ろ
他
に
も
様
々

な
原
因
が
潜
ん
で
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。そ
の
原
因
と
し
て
、

腸
内
細
菌
叢
の
乱
れ
と
普
段

の
食
事
内
容
が
ま
ず
挙
げ
ら

れ
、既
に
整
腸
剤
や
下
痢
止

め
の
内
服
等
の
対
処
を
行
っ

て
い
る
方
も
少
な
く
は
な
い

と
思
い
ま
す
。し
か
し
、正
し
い

整
腸
剤
や
乳
製
品
の
摂
取
の

仕
方
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
、正
し
い（
自
身
の
お
体
に

あ
っ
た
）食
事
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
り
す
る
と
、症
状
の
改

善
ど
こ
ろ
か
、よ
り
悪
化
さ
せ

て
し
ま
う
事
態
を
招
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
事
な
こ
と
は
、こ
れ
ら
の

病
態
は
正
し
い
知
識
を
持
っ

て
対
処
す
れ
ば
、十
分
に
管

理
・
制
御
で
き
る
病
態
で
あ

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解
す

る
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
症

状
で
お
悩
み
の
方
は
、お
気
軽

に
消
化
器
内
科
医（
も
し
く

は
当
方
）に
ご
相
談
下
さ
い
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

⑦
　
　

「
あ
な
た
の
お
腹
は
大
丈
夫
？
」

  
南
砺
市
民
病
院 

診
療
副
部
長

　
　
　 
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
長
　
河
合
　
健
吾

河
合
　
健
吾 

先
生

　
南
砺
市
民
病
院
　
診
療
副
部
長

　
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
長

富
山
県
高
岡
市
出
身
。
富
山
医
科
薬

科
大
学
卒
。
医
学
博
士
。

患
者
さ
ん
や
そ
の
御
家
族
の
方
々
に

対
し
て
、
よ
り
身
近
な
立
場
の
医
師

と
し
て
医
療
を
実
践
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

令和５年 厄年・身祝一覧

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 
 
男
 24歳 平成12年（辰） 25歳 平成11年（卯） 26歳 平成10年（寅）

  41歳 昭和58年（亥） 42歳 昭和57年（戌） 43歳 昭和56年（酉）
  60歳 昭和39年（辰） 61歳 昭和38年（卯） 62歳 昭和37年（寅）
 
女
 18歳 平成18年（戌） 19歳 平成17年（酉） 20歳 平成16年（申）

  32歳 平成 4年（申） 33歳 平成 3年（未） 34歳 平成 2年（午）
  36歳 昭和63年（辰） 37歳 昭和62年（卯） 38歳 昭和61年（寅）

  年齢 生まれ年
 還暦 61歳 昭和38年（卯）
 古希 70歳 昭和29年（午）
 喜寿 77歳 昭和22年（亥）
 傘寿 80歳 昭和19年（申）
 米寿 88歳 昭和11年（子）
 卒寿 90歳 昭和9年（戌）
 白寿 99歳 大正14年（丑）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年

節分祭 節分祭 

状況により、ご昇殿人数の制限など、
感染症対策へのご協力をお願いする
ことがあります。

ー豆まき神事のご案内ーー豆まき神事のご案内ー

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
あ
ふ
れ
る

ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
あ
ふ
れ
る

ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年
九
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

令
和
四
年
九
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

【
四
十
六
万
八
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部

【
十
万
円
】

　
中
嶋
與
四
雄

　
金
田
　
久
志

　
谷
井
た
ま
子

【
七
万
五
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
野
支
部

【
五
万
円
】

　
長
谷
　
吉
憲

　
小
林
　
博
和

　
林
　
　
正
三

　
サ
ン
エ
ー
建
工
㈱

　
田
邉
　
昭
代

　
中
嶋
　
孝
信

　
柴
田
　
榮
一

　
森
川
　
武
雄

【
三
万
四
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
福
光
地
区

【
三
万
八
百
六
十
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
東
太
美
地
区

【
三
万
六
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
吉
江
地
区

【
三
万
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
上
平
支
部

【
二
万
六
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
西
太
美
地
区

【
一
万
二
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
山
田
地
区

【
一
万
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
太
美
山
地
区

　
寺
島
　
幸
汰

　
柄
崎
　
敏
道

　
松
平
　
健
二

　
稲
垣
　
雅
俊

　
村
中
与
志
夫

　
中
村
　
亮
一
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五
千
円
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寺
井
　
文
子

　
髙
橋
　
正
博

　
金
田
　
茂
之

　
大
甲
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広

　
浦
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健
一

　
荻
野
　
俊
浩

　
髙
野
　
　
齊

　
谷
口
　
愼
也

　
森
　
　
京
子

　
福
井
　
設
雄

　
水
上
　
真
介

　
中
川
　
正
雄

【
三
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
南
蟹
谷
地
区

　
境
　
　
正
男

　
松
本
　
征
子

　
樋
爪
　
保
治

・
銅
板
奉
納
者

　
桐
山
　
里
美

　
岩
倉
　
清
司

　
向
井
　
政
義

　
水
上
　
真
介

　
米
田
美
代
子

　
金
道
　
昭
一

　
亀
永
　
忠
幸

　
亀
永
　
陽
子

　
と
な
み
観
光
交
通
㈱

　
髙
橋
　
正
博

　
山
口
　
真
心

　
高
橋
　
　
毅

　
橋
場
　
宏
一

　
岡
本
　
広
幸
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野
　
光
也

　
髙
橋
　
　
太

　
吉
田
　
厚
子

　
米
林
　
純
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山
田
ひ
さ
乃

　
薮
田
　
栄
治

　
浦
辻
　
誠
二

　
林
　
　
敏
道

　
吉
永
　
裕
亮

　
橋
場
　
亜
希

　
殿
村
　
直
子

　
脇
本
　
琴
代

　
前
田
由
美
子

　
藤
沢
　
有
一

　
藤
井
　
幸
代

　
原
田
　
俊
明

　
瀬
谷
　
　
修

　
松
井
　
慶
子

　
中
田
由
紀
子

　
碓
井
　
久
惠

　
三
科
由
利
子

　
髙
田
　
恵
子

　
今
若
惠
里
子

　
新
垣
　
広
栄

　
市
川
　
　
渉

　
市
川
　
夏
来

　
髙
瀬
　
伸
一

　
髙
瀬
　
陽
子

　
中
山
　
嘉
信

　
加
藤
　
和
磨

　
矢
野
　
正
晃

　
田
村
加
菜
子

　
中
野
　
晴
夫

　
若
林
　
敏
之

　
若
林
満
利
子

　
今
川
す
ま
子

　
永
井
　
幸
子

　
髙
山
　
富
子

　
酒
井
和
歌
子

　
奥
井
　
晴
男

　
横
山
　
正
行

　
大
橋
　
隆
樹

　
高
田
　
弘
美

　
立
田
　
信
義

　
矢
澤
　
弘
行

　
長
田
　
綾
子

　
小
林
　
弘
美

　
小
石
　
達
人

　
新
木
　
善
文

　
新
木
よ
し
の

　
山
崎
　
洋
一

　
谷
口
　
愼
也

　
朝
倉
　
京
祐

　
吉
永
　
佳
代

　
成
瀬
　
正
和

　
井
上
　
良
誠

　
梶
浦
　
和
真

　
田
中
　
敏
久

　
加
藤
多
鶴
子

　
亀
田
ち
え
子

　
𠮷
田
美
智
子

　
中
川
　
美
里

　
籏
　
　
正
樹

　
澤
野
　
好
美

　
嘉
藤
　
伸
子

　
武
村
　
尚
志

　
釜
本
　
宗
一

　
小
野
津
茂
樹

　
上
田
　
有
子

　
垣
見
希
宗
子

　
河
村
　
辰
男

　
関
野
　
清
枝

　

編
集
後
記

表
紙
絵

　
米
国
の
火
星
探
査
車

パ
ー
サ
ヴ
ィ
ア
ラ
ン
ス
（
和

訳 

忍
耐
）
の
着
陸
か
ら
お

よ
そ
一
年
十
ヶ
月
。
火
星
の

　
髙
瀬
神
社
で
は
、
経
年
等
に
よ
り
傷
み
の
進
行

し
た
御
社
殿
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
あ
た
た
か
い
ご
奉
賛
を

賜
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令和4年の夏に始まった銅板葺き替
え工事は、回廊の一部と功霊殿の拝殿
までで一旦終了。春の訪れを待って、
いよいよ作業は本格化します。

《
事
業
概
要
》

一
、
御
社
殿
屋
根
銅
板
葺
き
替
え
他
改
修
工
事

一
、
工
期 

令
和
四
年
夏
よ
り
令
和
五
年
秋

一
、
募
金
目
標
額
　
五
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
募
金
実
施
期
間
　
令
和
五
年
十
二
月
末
ま
で

ご
奉
賛
の
お
願
い

御
社
殿
屋
根

修
復
事
業

◎
詳
し
く
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

東京大衆歌謡楽団

素晴らしい演奏を
ありがとうござい
ました。

奉納演奏
10月23日10月23日
令和4年令和4年一

年
は
六
八
七
日
、
そ
の
元

日
が
い
つ
な
の
か
は
知
る
由

も
な
い
が
、
そ
の
名
の
ご
と

く
過
酷
な
環
境
を
耐
え
抜

き
、
無
事
、
良
い
年
を
迎
え

て
欲
し
い
。
　
　
　 

（
智
）

　
古
く
節
分
は
、「
季
節

の
変
わ
り
目
」
を
表
す

言
葉
で
あ
り
、
立
春
が
一

年
の
始
ま
り
と
す
る
考

え
に
基
づ
き
、
こ
の
節
目

を
特
に
「
節
分
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
季
節
の
変
わ

り
目
に
は
災
厄
が
生
じ

る
と
の
古
い
信
仰
か
ら
、

現
在
も
各
地
で
豆
ま
き

な
ど
の
「
追
儺
神
事
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社

の
豆
ま
き
神
事
に
、
ど

う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

と
　
き
　
令
和
五
年
二
月
三
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
三
時

と
こ
ろ
　
髙
瀬
神
社 

拝
殿

ち
ょ
う
な
い
さ
い
き
ん
そ
う

つ
い 

な

せ
つ 

ぶ
ん

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

令
和
五
年
干
支
絵
馬
「
蒲
と
う
さ
ぎ
」

の
図
。
ガ
マ
の
穂
で
傷
を
癒
し
た

う
さ
ぎ
の
よ
う
に
、
き
と
き
と
に
よ
み

が
え
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
。

人生
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連 載

　医
薬
医
療
の
神
と
し
て
知
ら
れ

る
大
国
主
大
神
（
大
国
さ
ま
）
の

ご
神
徳
に
ち
な
ん
だ
こ
の
コ
ラ
ム

は
、
毎
回
、
専
門
家
の
方
に
ご
寄

稿
い
た
だ
き
、
読
者
の
皆
様
の
生

活
に
役
立
つ
医
療
知
識
な
ど
を
発

信
い
た
し
ま
す
。

　
昔
か
ら
、も
し
く
は
最
近

お
腹
の
調
子
が
よ
く
な
い
な

あ（
お
腹
の
ご
ろ
ご
ろ
、張
り
、

下
痢
や
便
秘
、お
な
ら
が
臭

う
な
ど
）と
感
じ
ら
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
病
院

に
行
っ
て
検
査
を
し
た
け
ど

全
く
異
常
が
な
く
、原
因
不

明
と
言
わ
れ
た
。で
も
症
状

は
続
い
て
る
…
。こ
う
い
う
場

合
は
、過
敏
性
腸
症
候
群
や

S
I
B
O（
小
腸
内
細
菌
増

殖
症
）と
い
う
病
態
を
疑
っ
て

み
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。消
化
器
内
科
を
受

診
さ
れ
る
方
の
う
ち
で
二
〇

〜
三
〇
%
も
の
方
が
こ
れ
ら

の
患
者
さ
ん
と
も
言
わ
れ
る

ほ
ど
に
、近
年
で
は
こ
の
症
状

に
悩
ま
れ
る
方
が
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
こ
の
病
気
は
、主

に
ス
ト
レ
ス
や
幼
少
〜
青
年

期
の
精
神
的
ト
ラ
ウ
マ
な
ど

に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。感
受
性
が
高

く
ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い

一
〇
〜
三
〇
代
の
若
い
方
に
多

く
見
ら
れ
た
り
、入
学
や
入

社
・
異
動
の
時
期
な
ど
に
特
に

発
症
し
や
す
い
の
が
特
徴
と

さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。し
か

し
、最
近
の
様
々
な
臨
床
研
究

の
結
果
、む
し
ろ
他
に
も
様
々

な
原
因
が
潜
ん
で
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。そ
の
原
因
と
し
て
、

腸
内
細
菌
叢
の
乱
れ
と
普
段

の
食
事
内
容
が
ま
ず
挙
げ
ら

れ
、既
に
整
腸
剤
や
下
痢
止

め
の
内
服
等
の
対
処
を
行
っ

て
い
る
方
も
少
な
く
は
な
い

と
思
い
ま
す
。し
か
し
、正
し
い

整
腸
剤
や
乳
製
品
の
摂
取
の

仕
方
が
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
、正
し
い（
自
身
の
お
体
に

あ
っ
た
）食
事
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
り
す
る
と
、症
状
の
改

善
ど
こ
ろ
か
、よ
り
悪
化
さ
せ

て
し
ま
う
事
態
を
招
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
事
な
こ
と
は
、こ
れ
ら
の

病
態
は
正
し
い
知
識
を
持
っ

て
対
処
す
れ
ば
、十
分
に
管

理
・
制
御
で
き
る
病
態
で
あ

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解
す

る
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な
症

状
で
お
悩
み
の
方
は
、お
気
軽

に
消
化
器
内
科
医（
も
し
く

は
当
方
）に
ご
相
談
下
さ
い
。

大
国
さ
ま
の
処
方
せ
ん 

⑦
　
　

「
あ
な
た
の
お
腹
は
大
丈
夫
？
」

  

南
砺
市
民
病
院 

診
療
副
部
長

　
　
　 

消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
長
　
河
合
　
健
吾

河
合
　
健
吾 

先
生

　
南
砺
市
民
病
院
　
診
療
副
部
長

　
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
長

富
山
県
高
岡
市
出
身
。
富
山
医
科
薬

科
大
学
卒
。
医
学
博
士
。

患
者
さ
ん
や
そ
の
御
家
族
の
方
々
に

対
し
て
、
よ
り
身
近
な
立
場
の
医
師

と
し
て
医
療
を
実
践
し
て
い
け
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

令和５年 厄年・身祝一覧

※数え年とは、満年齢に誕生日前には２歳、誕生日後には１歳を加えた年齢です。 ※男女ともに祝います。
＊…この年を厄とする地域もあります。

  前　厄 本　厄 後　厄 
 
男
 24歳 平成12年（辰） 25歳 平成11年（卯） 26歳 平成10年（寅）

  41歳 昭和58年（亥） 42歳 昭和57年（戌） 43歳 昭和56年（酉）
  60歳 昭和39年（辰） 61歳 昭和38年（卯） 62歳 昭和37年（寅）
 
女
 18歳 平成18年（戌） 19歳 平成17年（酉） 20歳 平成16年（申）

  32歳 平成 4年（申） 33歳 平成 3年（未） 34歳 平成 2年（午）
  36歳 昭和63年（辰） 37歳 昭和62年（卯） 38歳 昭和61年（寅）

  年齢 生まれ年
 還暦 61歳 昭和38年（卯）
 古希 70歳 昭和29年（午）
 喜寿 77歳 昭和22年（亥）
 傘寿 80歳 昭和19年（申）
 米寿 88歳 昭和11年（子）
 卒寿 90歳 昭和9年（戌）
 白寿 99歳 大正14年（丑）

＊ ＊ ＊

＊ ＊ ＊

〈厄年〉数え年 〈身祝〉数え年

節分祭 節分祭 

状況により、ご昇殿人数の制限など、
感染症対策へのご協力をお願いする
ことがあります。

ー豆まき神事のご案内ーー豆まき神事のご案内ー

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名

御
社
殿
屋
根
修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
あ
ふ
れ
る

ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
進
捗
中
の
本
事
業
に
対
し
、
左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
あ
ふ
れ
る

ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年
九
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

令
和
四
年
九
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

【
四
十
六
万
八
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部

【
十
万
円
】

　
中
嶋
與
四
雄

　
金
田
　
久
志

　
谷
井
た
ま
子

【
七
万
五
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
野
支
部

【
五
万
円
】

　
長
谷
　
吉
憲

　
小
林
　
博
和

　
林
　
　
正
三

　
サ
ン
エ
ー
建
工
㈱

　
田
邉
　
昭
代

　
中
嶋
　
孝
信

　
柴
田
　
榮
一

　
森
川
　
武
雄

【
三
万
四
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
福
光
地
区

【
三
万
八
百
六
十
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
東
太
美
地
区

【
三
万
六
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
吉
江
地
区

【
三
万
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
上
平
支
部

【
二
万
六
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
西
太
美
地
区

【
一
万
二
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
山
田
地
区

【
一
万
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
太
美
山
地
区

　
寺
島
　
幸
汰

　
柄
崎
　
敏
道

　
松
平
　
健
二

　
稲
垣
　
雅
俊

　
村
中
与
志
夫

　
中
村
　
亮
一

【
五
千
円
】

　
寺
井
　
文
子

　
髙
橋
　
正
博

　
金
田
　
茂
之

　
大
甲
　
利
広

　
浦
嶋
　
健
一

　
荻
野
　
俊
浩

　
髙
野
　
　
齊

　
谷
口
　
愼
也

　
森
　
　
京
子

　
福
井
　
設
雄

　
水
上
　
真
介

　
中
川
　
正
雄

【
三
千
円
】

　
南
砺
市
遺
族
会

　
　
福
光
支
部
南
蟹
谷
地
区

　
境
　
　
正
男

　
松
本
　
征
子

　
樋
爪
　
保
治

・
銅
板
奉
納
者

　
桐
山
　
里
美

　
岩
倉
　
清
司

　
向
井
　
政
義

　
水
上
　
真
介

　
米
田
美
代
子

　
金
道
　
昭
一

　
亀
永
　
忠
幸

　
亀
永
　
陽
子

　
と
な
み
観
光
交
通
㈱

　
髙
橋
　
正
博

　
山
口
　
真
心

　
高
橋
　
　
毅

　
橋
場
　
宏
一

　
岡
本
　
広
幸

　
浦
野
　
光
也

　
髙
橋
　
　
太

　
吉
田
　
厚
子

　
米
林
　
純
子

　
山
田
ひ
さ
乃

　
薮
田
　
栄
治

　
浦
辻
　
誠
二

　
林
　
　
敏
道

　
吉
永
　
裕
亮

　
橋
場
　
亜
希

　
殿
村
　
直
子

　
脇
本
　
琴
代

　
前
田
由
美
子

　
藤
沢
　
有
一

　
藤
井
　
幸
代

　
原
田
　
俊
明

　
瀬
谷
　
　
修

　
松
井
　
慶
子

　
中
田
由
紀
子

　
碓
井
　
久
惠

　
三
科
由
利
子

　
髙
田
　
恵
子

　
今
若
惠
里
子

　
新
垣
　
広
栄

　
市
川
　
　
渉

　
市
川
　
夏
来

　
髙
瀬
　
伸
一

　
髙
瀬
　
陽
子

　
中
山
　
嘉
信

　
加
藤
　
和
磨

　
矢
野
　
正
晃

　
田
村
加
菜
子

　
中
野
　
晴
夫

　
若
林
　
敏
之

　
若
林
満
利
子

　
今
川
す
ま
子

　
永
井
　
幸
子

　
髙
山
　
富
子

　
酒
井
和
歌
子

　
奥
井
　
晴
男

　
横
山
　
正
行

　
大
橋
　
隆
樹

　
高
田
　
弘
美

　
立
田
　
信
義

　
矢
澤
　
弘
行

　
長
田
　
綾
子

　
小
林
　
弘
美

　
小
石
　
達
人

　
新
木
　
善
文

　
新
木
よ
し
の

　
山
崎
　
洋
一

　
谷
口
　
愼
也

　
朝
倉
　
京
祐

　
吉
永
　
佳
代

　
成
瀬
　
正
和

　
井
上
　
良
誠

　
梶
浦
　
和
真

　
田
中
　
敏
久

　
加
藤
多
鶴
子

　
亀
田
ち
え
子

　
𠮷
田
美
智
子

　
中
川
　
美
里

　
籏
　
　
正
樹

　
澤
野
　
好
美

　
嘉
藤
　
伸
子

　
武
村
　
尚
志

　
釜
本
　
宗
一

　
小
野
津
茂
樹

　
上
田
　
有
子

　
垣
見
希
宗
子

　
河
村
　
辰
男

　
関
野
　
清
枝

　

編
集
後
記

表
紙
絵

　
米
国
の
火
星
探
査
車

パ
ー
サ
ヴ
ィ
ア
ラ
ン
ス
（
和

訳 

忍
耐
）
の
着
陸
か
ら
お

よ
そ
一
年
十
ヶ
月
。
火
星
の

　
髙
瀬
神
社
で
は
、
経
年
等
に
よ
り
傷
み
の
進
行

し
た
御
社
殿
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
あ
た
た
か
い
ご
奉
賛
を

賜
り
ま
す
よ
う
謹
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令和4年の夏に始まった銅板葺き替
え工事は、回廊の一部と功霊殿の拝殿
までで一旦終了。春の訪れを待って、
いよいよ作業は本格化します。

《
事
業
概
要
》

一
、
御
社
殿
屋
根
銅
板
葺
き
替
え
他
改
修
工
事

一
、
工
期 

令
和
四
年
夏
よ
り
令
和
五
年
秋

一
、
募
金
目
標
額
　
五
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
募
金
実
施
期
間
　
令
和
五
年
十
二
月
末
ま
で

ご
奉
賛
の
お
願
い

御
社
殿
屋
根

修
復
事
業

◎
詳
し
く
は
社
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

東京大衆歌謡楽団

素晴らしい演奏を
ありがとうござい
ました。

奉納演奏
10月23日10月23日
令和4年令和4年一

年
は
六
八
七
日
、
そ
の
元

日
が
い
つ
な
の
か
は
知
る
由

も
な
い
が
、
そ
の
名
の
ご
と

く
過
酷
な
環
境
を
耐
え
抜

き
、
無
事
、
良
い
年
を
迎
え

て
欲
し
い
。
　
　
　 

（
智
）

　
古
く
節
分
は
、「
季
節

の
変
わ
り
目
」
を
表
す

言
葉
で
あ
り
、
立
春
が
一

年
の
始
ま
り
と
す
る
考

え
に
基
づ
き
、
こ
の
節
目

を
特
に
「
節
分
」
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
季
節
の
変
わ

り
目
に
は
災
厄
が
生
じ

る
と
の
古
い
信
仰
か
ら
、

現
在
も
各
地
で
豆
ま
き

な
ど
の
「
追
儺
神
事
」
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
越
中
一
宮
髙
瀬
神
社

の
豆
ま
き
神
事
に
、
ど

う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

と
　
き
　
令
和
五
年
二
月
三
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
三
時

と
こ
ろ
　
髙
瀬
神
社 

拝
殿

ち
ょ
う
な
い
さ
い
き
ん
そ
う

つ
い 

な

せ
つ 

ぶ
ん

祝
祭
日
に
は
国
旗
を
掲
げ
ま
し
ょ
う

令
和
五
年
干
支
絵
馬
「
蒲
と
う
さ
ぎ
」

の
図
。
ガ
マ
の
穂
で
傷
を
癒
し
た

う
さ
ぎ
の
よ
う
に
、
き
と
き
と
に
よ
み

が
え
る
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
。

人生



今
年
は
十
二
年
に
一
度
の
う
さ
ぎ
年 ―

。

大
国
さ
ま
ゆ
か
り
の
う
さ
ぎ
年
に
髙
瀬
神
社
を

お
参
り
し
て
、
心
も
か
ら
だ
も
元
気
に

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
十
二
年
に
一
度
の
う
さ
ぎ
年 ―

。

大
国
さ
ま
ゆ
か
り
の
う
さ
ぎ
年
に
髙
瀬
神
社
を

お
参
り
し
て
、
心
も
か
ら
だ
も
元
気
に

す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　御
社
殿
屋
根
修
復
に
と
も
な
う
仮
遷
座
祭
（
二
月
二
十
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

　月
次
祭
（
毎
月
一
日
・
十
三
日
／
一
月
は
十
三
日
の
み
）

　歳
旦
祭
（
一
月
一
日
）

　元
始
祭
（
一
月
三
日
）

　昭
和
天
皇
祭
（
一
月
七
日
）

　天
神
祭
（
一
月
二
十
五
日
）

　節
分
祭
（
二
月
三
日
）

　紀
元
節
祭
（
二
月
十
一
日
）

　祈
年
祭
（
二
月
十
七
日
）

　御
社
殿
屋
根
修
復
に
と
も
な
う
仮
遷
座
祭
（
二
月
二
十
日
）

　天
長
節
祭
（
二
月
二
十
三
日
）
　

一
月
・
二
月
の
祭
事

令
和
五
年
、
開
運
招
福
。

卯
年
ま
い
り 〒

九
三
二｜

〇
二
五
二

富
山
県
南
砺
市
高
瀬
二
九
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
七
六
三
）八
二｜

〇
九
三
二

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
七
六
三
）八
二｜

三
二
〇
四

発
行
日
　
令
和
五
年
一
月
一
日
　
　
発
行
所
　
越
中
一
宮
　髙
瀬
神
社
社
務
所

印
刷
所
　
牧
印
刷
株
式
会
社
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高瀬神社 検索

結
び
の
杜
の
神
前
式

四
季
折
々
の
境
内
で

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
を
満
喫

一
日
一
組
限
定
の
お
も
て
な
し

二
人
の
夢
が
叶
い
ま
す
よ
う
に

髙
瀬
神
社
は
結
婚
さ
れ
る

す
べ
て
の
方
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　縁
結
び
の
神
様
、
大
国
主
大
神
を

お
祭
り
す
る
越
中
一
宮
。

　
日
常
を
隔
て
る
境
内
で
、
玉
砂
利

を
踏
み
し
め
て
歩
く
参
進
の
儀
に

始
ま
り
、
社
殿
に
響
き
渡
る
雅
楽

の
調
べ
の
中
、
厳
か
な
神
前
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

大
国
様
の
「
結
び
」
の
御
神
徳
に

よ
り
お
二
人
だ
け
で
は
な
く
、

両
家
の
絆
も
固
く
結
ば
れ
ま
す
。

完
全
な

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
で

和
や
か
な
宴
会
が
実
現

す
べ
て
は
一
組
の

新
た
な
夫
婦
の
幸
福
の
た
め
に

オ
ー
プ
ン
エ
ア
ー
な

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
テ
ラ
ス
で

開
放
的
な
演
出
が
実
現

髙瀬神社LINE 髙瀬神社HP

8
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